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■当時の天塩町は…
・天塩保健所が開設
・天塩町社会福祉協議会
が設立

■当時の日本・世界は…
・NHKテレビ放送開始（2月）
・衆議院「バカヤロー解
散」（3 月）
・エドモンド・ヒラリーと
テンジン・ノルゲイがエベ
レストに人類初登頂（5 月）

■当時の天塩町は…
・天塩町農業学園普通科
が開校
・天塩町体育協会が発足

■当時の日本・世界は…
・国鉄「みどりの窓口」
が開設
・米軍、北ベトナム爆撃
開始（2 月）

（昭和 28 年）
1953年

（昭和 40 年）
1965年

　名寄市出身で、天塩には 17 年間住んでいま
す。教員として在職中は留萌管内 6 市町村を
異動し、天塩では更岸・天塩の２校に勤務しま
した。山菜採り（ハマボウフウ・行者ニンニク・

タケノコ・ワラビ・フキ・キクラゲ等）に、昨年は延べ 74 回出動。
山菜採りの帰途、過去 10 年間で車窓から５回、計６頭の熊に遭遇
しました。週１回のフロアカーリング（昨年、新十津川の全国交流
会に出場）、NPO 法人天塩川を清流にする会や保護司会の活動、書
道指導の手伝い、妻やゴルフ仲間との旅行、碁敵との勝負、70 歳
になって始めた月７～８回の半日勤務、2 ～ 3 ヵ月ごとの通院等

　天塩町作返地区で生まれ育ちました。北
産士小学校に通っていたときの同級生は 3
人でした。中学校から高校卒業まで、自宅
から当時の作返駅まで自転車（冬季は徒歩）
で行き、汽車での通学でした。天塩駅舎にはストーブがありましたが、
中学生の時は、高校生の先輩方が優先で近づけず、汽車を待っている
ときが寒かったです。遠別の高校を卒業し、天塩町内の店舗に勤務後
結婚、2 人の息子と 2 人の娘を育てました。40 歳から現在に至るま
で郵便局に勤務しています。今の愉しみは、愛犬との散歩と 6 人の
孫たちに会うことです。

奉仕活動、
出会いと交流、
そして老いを楽しむ

今の愉しみは、
愛犬との散歩と
孫たちに会うこと！

今年 72 歳になる今年 72 歳になる

今年 60 歳になる今年 60 歳になる

岩澤 貴之岩澤 貴之さんさん

堺 美智子堺 美智子さんさん

忙しい毎日を過ごしています。何もないところで躓
つまず

く、人
の名前が出てこない、探し物が見つからない等の「老い」
と向き合っていきたいです。

　今後、目標というか、やらねばと思っているのが「断捨離」
です。身の回りを整理し、人生をふりかえりながら「終活」
につなげていければと思っています。

新春恒例の

年男・年女インタビュー☆

巳年のみなさんに

お話を聞いてきました！
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■当時の天塩町は…
・天塩川歴史資料館が落成
・道北食肉センターが開業

■当時の日本・世界は…
・1 月 7 日に昭和天皇が
崩御、元号「平成」が始
まる
・天安門事件（6 月）
・ベルリンの壁崩壊（11 月）

■当時の天塩町は…
・振老小学校が閉校
・「全国シジミシンポジ
ウム in 天塩」が開催

■当時の日本・世界は…
・東京ディズニーシーが
オープン（9 月）
・アメリカ同時多発テロ
事件が発生（9 月）

■当時の天塩町は…
・「天塩しじみラーメン」
が販売開始半年で 5 万
食を販売
・天塩高校野球部が 21
世紀枠に選出

■当時の日本・世界は…
・ロシアのチェリャビンス
ク州に隕石が落下（2 月）

■当時の天塩町は…
・牛乳生産 3 万 5 千トン
突破記念式典開催

■当時の日本・世界は…
・王貞治選手が通算 756
号ホームランを打ち世界
記録を達成、国民栄誉賞
第 1 号を受賞
・有珠山が 32 年ぶりに
噴火（8 月）

1989年
（昭和 64 年

／平成元年）

2001年
（平成 13 年）

2013年
（平成 25 年）

（昭和 52 年）
1977年

　今、レスリングに熱中しています。強くな
るため身体づくりに励んでいます。昨年７月
に東京で開催された全国大会に出場しまし
た。大会前の計量で体重オーバーしてしまい、

　子どもの頃の思い出は、小学校の行事で鏡
沼海浜公園にてキャンプをしたことです。昼
間は感じませんでしたが、夜になると少し不
気味な雰囲気を放つ鏡沼がとても印象的でし

　生粋の天塩生まれの天塩育ちです。野球少
年団「天塩タイガース」も私が生まれた年に
発足しました。小学４年生から、野球にそし
てレスリングにも熱中していました。高校ま

　留萌生まれで、高校卒業まで留萌で
育ちました。その後、江別市の北海道
農業協同組合学校（ＪＡカレッジ）で
1 年間研修した後、るもい農業協同組

で野球部に所属し卒業後、町内で働き、現在は飲食店を営んでいま
す。6 年前から、天塩タイガースに指導者として関わりはじめ、4 年
前から監督を務めさせていただいています。日々の練習をはじめ年間
200 日以上、子供と直に接し、育成指導する一方で子供達から学ぶ
ことも多々あります。子供達そして団員の人数も年々減少の一途をた
どり、現在 13 名のメンバーですが、昨年はホクレン旗争奪北海道少
年野球選手権大会で全道３位という快挙を成し遂げたことは嬉しかっ

合天塩支所に勤務して５年目を迎えます。酪農資材の担当をしてい
ます。毎日、生き物を相手にしている農家さんから、時として急な
対応をする必要があり、たいへんなこともありますが、農家さんに
感謝され、困っているときに頼りにしてもらえることに仕事のやり
がいを感じています。小中高とずっと野球を続けてきました。現在
もピッチャーとして社会人野球チームのメンバーとして大会に出場

気温 33℃の猛暑の中、減量のため飲まず食わずで走った経験は一生
忘れません。1 試合目で勝利し、2 試合目で相手がとても強くて、負
けて悔しかったですが、勉強になりました。今年の目標は、冬の間に
筋力トレして、レスリングの技術力アップを目指し、次回の大会で絶
対にリベンジを果たしたいです。

た。天塩高校を卒業すると同時に就農しました。日々、動物と自然が
相手の仕事なので、上手くいかないことも多々あります。ですが、難
しい分、「やりがい」を感じています。自分が子どもの頃の天塩町は、
今よりもっとマチに活気があったので、これからは、子どもたちが楽
しめて思い出になるような活動や取り組みをしていきたいと思いま
す。

農家さんに
必要とされる仕事に
やりがいを感じています！

昨年は全国大会出場、
将来はレスリングの
オリンピック選手に！

酪農の「難しさ」と
「やりがい」を
感じています！

子供たちがスポーツ
を通じて交流し、
成長できるマチに！

しています。全道大会で優勝を目指して活躍することが
目標です。

今年 12 歳になる今年 12 歳になる

今年 24 歳になる今年 24 歳になる

今年 48 歳になる今年 48 歳になる

今年 36 歳になる今年 36 歳になる

高田 龍汰高田 龍汰さんさん

立花 力汰立花 力汰さんさん

立花 昭弘立花 昭弘さんさん

　川 亮　川 亮さんさん

たです。将来的に町の宝である子供達が野球をはじめ多様な
スポーツを通じ外部とつながることで成長し、継続すること
のできるマチづくりに協力・貢献したいと思っています。

　将来の夢は「漫画家」「警察官」「雷発電の研究者」「大工さん」
「レスリングのオリンピック選手」どれかになりたいです。
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天塩町長

吉田 　忠

新
年
の
ご
挨
拶

　

令
和
７
年
の
新
年
を
町
民
の
皆
様
と

と
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

慶
び
と
感
謝
を
込
め
て
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
政
の
重
責
を
担
い
２
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
旧
年
は
、
町
民

の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
な
が
ら
、
山
積
す
る
課
題
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
少
し
ず
つ
で
す
が
着
実

に
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
発
生
し
ま
し
た
水
道
水
の

濁
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様

に
多
大
な
る
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
月
か

ら
天
塩
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
に
内

科
医
が
着
任
し
、
常
勤
医
師
２
名
体
制

と
な
り
ま
し
た
こ
と
で
、
町
民
の
皆
様

に
医
療
の
面
で
安
心
い
た
だ
け
る
環
境

が
整
い
ま
し
た
。
継
続
課
題
で
あ
り
ま

し
た
、
天
塩
町
安
定
型
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

も
、
民
営
化
の
協
議
が
整
い
ま
し
た
こ

と
で
、
今
後
の
効
果
的
な
民
間
運
営
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
安
堵
し
て
お
り
ま

す
。
子
育
て
分
野
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
前
屋
外
遊
具
が
更
新
さ
れ
、
子

ど
も
達
の
遊
び
場
・
交
流
の
場
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育

て
応
援
ガ
イ
ド
の
配
布
も
は
じ
ま
り
、

本
町
の
充
実
し
た
子
育
て
施
策
が
広
く

伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
教

育
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
児
童
数
の

減
少
か
ら
令
和
６
年
度
末
を
も
っ
て
啓

徳
小
学
校
を
閉
校
し
、
天
塩
小
学
校
と

統
合
す
る
決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
私

自
身
も
雄
信
内
地
区
の
出
身
で
あ
り
、

当
校
の
１
１
９
年
に
わ
た
る
歴
史
と
思

い
出
を
想
起
し
な
が
ら
、
閉
校
記
念
式

典
に
参
列
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
啓
徳
小
学
校
を
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。　

　

天
塩
高
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
昨

年
度
か
ら
１
学
年
１
間
口
と
な
り
、
全

校
生
徒
も
90
名
弱
と
な
り
ま
し
た
。
７

年
目
を
迎
え
た
高
大
連
携
事
業
は
、
新

た
に
、
麗
澤
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
、
新
体
制
の
中
で
、
麗
澤
大
学

及
び
筑
波
大
学
、
天
塩
高
校
と
連
携
し

た
「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
両
大
学
を
天

塩
高
校
生
が
訪
れ
、
本
州
の
高
校
生
ら

と
の
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
表

会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
発
表
ア
イ
デ
ィ
ア
の
１
つ

は
、「
内
閣
府
地
方
創
生
☆
政
策
ア
イ

デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
４
」
に

て
、
経
済
産
業
省
北
海
道
経
済
産
業
局

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
未
来
を
担
う

若
者
た
ち
が
日
々
努
力
を
重
ね
、
年
々

成
長
し
て
い
く
姿
に
感
銘
を
受
け
る
と

と
も
に
、
提
案
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
ア

イ
デ
ィ
ア
を
「
カ
タ
チ
」
に
で
き
る
よ

う
、
皆
様
と
協
働
し
た
取
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
思
い
で
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
林
水

産
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
天
候
不
良
等

に
よ
る
飼
料
用
作
物
へ
の
影
響
や
、
気

候
変
動
等
に
よ
る
秋
鮭
の
漁
獲
量
の
減

少
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、本
町
が
有
す
る
産
業
基
盤
、

豊
か
な
農
水
産
物
や
恵
ま
れ
た
資
源
な

ど
、
国
の
「
食
」
を
支
え
る
大
き
な
強

み
は
健
在
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
夏

季
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
天
塩
川
し
じ

み
ま
つ
り
」
と
「
天
塩
ス
カ
イ
ラ
イ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
商
工
観
光

業
の
活
気
や
来
場
者
の
に
ぎ
わ
い
、
高

校
生
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
皆
様
が

主
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
、
町

の
一
体
感
の
高
ま
り
と
産
業
の
可
能
性

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

旧
年
は
、
新
た
な
試
み
や
多
く
の
決

断
を
、
皆
様
と
の
対
話
の
中
で
進
め
た

「
進
展
」
の
年
で
あ
っ
た
と
思
い
返
し

て
お
り
ま
す
。

　

政
策
に
関
し
ま
し
て
は
、
現
在
、
役

場
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
人
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
か

に
し
て
人
材
を
呼
び
込
み
、
獲
得
す
る

か
と
い
う
点
に
注
力
し
、
外
部
の
知
見

と「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

人
材
確
保
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
に
お
き
ま
し
て
は
、
担
い
手
、
後
継

者
の
確
保
と
育
成
に
向
け
た
対
策
を
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
推

進
し
て
お
り
、
特
産
品
で
あ
る
シ
ジ
ミ

に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
の
資
源
の
回
復

と
、
漁
業
資
源
の
活
用
推
進
、
付
加
価

値
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
の
食
資
源
を
活
用
し
た

特
産
品
開
発
の
促
進
や
、
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
よ
る
新
た
な
企
業
と
の
関
係
構

築
な
ど
、
私
も
、
積
極
的
に
ま
ち
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
組
み
、
本
町
の
魅

力
あ
る
特
産
品
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
先
人
の
方
々
が
築

い
て
き
た
「
ふ
る
さ
と
天
塩
」
は
、
多

く
の
資
源
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
本
町
の
豊
か
な
自
然
、
恵
ま
れ
た

景
観
や
豊
富
な
食
資
源
な
ど
、
地
域
の

魅
力
を
最
大
限
発
信
し
た
く
、
全
国
公

募
の
中
か
ら
２
名
の
公
認
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
を
任
命
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
全
国

へ
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
、
ま
ち
の
認

知
度
・
好
感
度
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
は
、
私
の
町
政
も
３
年

目
を
迎
え
、
第
１
期
の
折
り
返
し
点
と

な
る
年
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
と
の

対
話
の
中
で
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の

ご
意
見
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
と
、
私
自
身

の
旧
年
の
省せ

い
さ
つ察

、研
鑽
の
積
み
重
ね
を
、

ま
ち
の
「
発
展
」
と
「
改
革
」
に
活
か

し
、
新
た
な
道
を
切
り
拓
く
年
で
あ
り

た
い
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
で
も
あ
り
ま
す
「
対
話
・
協

働
・
調
和
」
を
銘
記
し
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
優
し
い

マ
チ
の
実
現
に
向
け
、
一
層
の
努
力
を

重
ね
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸

せ
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
町
が
、
希
望
に
あ

ふ
れ
た
「
飛
躍
」
と
「
発
展
」
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
町
民
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
と
と
も
に
新
た
な
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
能
登
半

島
地
震
や
各
地
で
の
大
雨
な
ど
全
国
で

大
規
模
災
害
が
相
次
ぎ
、
宮
崎
県
沖
で

起
き
た
地
震
で
は
、
初
め
て
「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
が 

発
表
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
秋
に
は
、
道
内
の
農

場
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
、
防
疫
対
策
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、 

物
価
の
高
騰
に
よ
る
影
響
が
長

期
化
し
て
お
り
、
本
道
経
済
の
活
性
化

を
図
る
な
ど
、
道
民
の
皆
様
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
思
い
を
一
層
強
く
す
る
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
道
の
さ
ら
な
る
飛

躍
に
向
け
た
歩
み
が
着
実
に
進
み
ま
し

た
。

　

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
次
世
代

半
導
体
の
製
造
拠
点
で
は
Ｅ
Ｕ
Ｖ
露
光

装
置
が
搬
入
さ
れ
、
着
実
に
整
備
が
進

む
と
と
も
に
、
北
海
道
・
札
幌
「
Ｇ
Ｘ

金
融
・
資
産
運
用
特
区
」
が
国
に
認
め

ら
れ
、 
国
内
随
一
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
北
海

道
が
、
国
内
外
か
ら
一
層
注
目
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
を
訪
問
し
、
州
政
府
関
係
機

関
と
連
携
の
枠
組
み
を
構
築
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
先
進
地
の
知
見
も
活
か
し

て
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
産
業
の
集
積
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
、
念
願
が
叶
い
「
日
高
山
脈
襟

裳
十
勝
国
立
公
園
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

多
様
な
生
態
系
が
残
る
自
然
は
世
界
に

誇
る
財
産
で
あ
り
、
ヒ
グ
マ
と
の
あ
つ

れ
き
の
低
減
を
図
り
な
が
ら
、
豊
か
な

自
然
を
守
り
、
そ
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
入
込
客
数
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水

準
を
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
、
本
道
経
済

の
発
展
に
資
す
る
観
光
振
興
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
、 

検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

関
係
の
皆
様
の
声
を
丁
寧
に
伺
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、 

全
国
最
多
１
，０
０
０
人

以
上
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

や
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
け
る
本
道
ゆ
か
り
の
選
手

の
活
躍
、 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ど
さ

ん
こ
プ
ラ
ザ
」
の
過
去
最
高
売
上
の
更

新
、
北
海
道
米
「
そ
ら
き
ら
り
」
の
デ

ビ
ュ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
新
た
に
策
定
し
た
北
海
道
総

合
計
画
で
は
、 

北
海
道
の
力
が
日
本
そ

し
て
世
界
を
変
え
て
い
く
、
そ
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
、
め
ざ
す
姿
と
し
て
掲
げ
、
こ
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
中
で
、
様
々
な
分

野
で
北
海
道
の
未
来
を
切
り
拓
く
可
能

性
や
輝
き
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
は
、 

こ
の
計
画
を
基
盤
と

し
な
が
ら
、 

道
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を

守
り
、
豊
か
な
未
来
を
築
い
て
い
く
た

め
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
年
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

防
災
体
制
の
確
立
な
ど
命
と
暮
ら
し

を
守
る
取
組
を
最
優
先
と
し
な
が
ら
、 

産
業
振
興
に
よ
り
地
域
経
済
を
活
性
化

し
、
さ
ら
に
は
、
我
が
国
の
食
料
・
経

済
安
全
保
障
に
お
い
て
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。
国
内
最
大
の
食
料
供

給
地
域
と
し
て
、 

農
林
水
産
業
の
持
続

的
な
発
展
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
次

世
代
半
導
体
製
造
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
イ

ン
稼
働
を
大
き
な
弾
み
と
し
、 

再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
広
大
な
大
地
、 

冷
涼

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

北海道知事

鈴木 直道

天
塩
町

　
　

町　

長　
　

吉
田　

忠

　
　

副
町
長　
　

野
崎　

浩
宜

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

町
議
会

　
　

議　

長　
　

横
山　
　

敦

　
　

副
議
長　
　

渡
辺　

修
勝

　
　

議　

員　
　

菊
地　
　

敏

　
　

議　

員　
　

草
刈　

幸
男

　
　

議　

員　
　

山
本　

春
光

　
　

議　

員　
　

後
藤　
　

忍

　
　

議　

員　
　

石
山　

直
継

　
　

議　

員　
　

長
山
志
津
子

　
　

議　

員　
　

桑
田　

孝
彦

ほ
か
職
員
一
同

町
立
病
院

　
　

病
院
長　
　

橋
本　

伸
之

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

教
育
委
員
会

　
　

教
育
長　
　

西
村　

聡

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

農
業
委
員
会

　
　

会　

長　
　

奥
山　
　

稔

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

選
挙
管
理
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

岸
山 

久
美
子

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

監
査
委
員

　
　

委　

員　
　

髙
橋　

泰
史

　
　

委　

員　
　

石
山　

直
継

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

岸
山　

清
隆

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

な
気
候
な
ど
多
彩
な
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
て
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
関

連
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
産
業
や

人
、
投
資
の
呼
び
込
み
を
加
速
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
支

え
る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実

現
へ
の
取
組
や
、
地
域
を
支
え
る
人
材

の
確
保
・
育
成
を
進
め
、 

さ
ら
に
、
戦

後
80
年
と
な
る
本
年
、
一
刻
の
猶
予
も

許
さ
れ
な
い
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に

向
け
、
返
還
要
求
運
動
に
粘
り
強
く
取

り
組
み
ま
す
。

　

本
年
は
、 

道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、 

知
床
世
界
自

然
遺
産
の
登
録
20
周
年
、 

ウ
ポ
ポ
イ
の

５
周
年
、 

北
海
道
で
57
年
ぶ
り
の
全
国

菓
子
博
、
北
海
道
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
の
初
開
催
な
ど
、 

様
々
な
節
目
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
機
会
も
捉
え
、
本
道
の
自

然
、
文
化
、
産
業
な
ど
を
国
内
外
に
発

信
し
、
人
口
減
少
を
は
じ
め
直
面
す
る

課
題
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
北
海

道
の
創
生
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
輝

か
し
い
未
来
に
向
け
た
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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天
塩
町
で
は
、
平
成
30
年
に
全
国
の
自
治
体
初
の
「
町
公
認
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
」
公
募
に
よ
る
地

域
の
食
・
物
産
な
ど
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
広
く
発
信
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
度
、
こ
れ
ま
で
６
年
間
に
わ
た
り
天
塩
町
公
認
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
た

「
ナ
ヲ
（
鈴
木
奈
緒
）
さ
ん
」
か
ら
、
新
た
に
天
塩
町
公
認
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
し
て
２
名
の
方
に

バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ササ
ーー
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
！

　皆さまはじめまして。稚内に住んでいる
高木 今日太と申します。
　私は神奈川県の横浜から日本最北の町へ
地方就職をし、現在６年目の道民生活を
送っています。移住後はオリジナルキャラ

高木 今日太さん

【住・暮らし】天塩町公認インフルエンサー

クター「白丸あすか」に扮し、『しろまる最北日記』として SNS で北海道
に関するネタを投稿してきました。
　私の活動は、移住者と道民という２つの視点から地域を見つめ、漫画やイ
ラストを使って可視化できる点が強みだと思っています。今回は天塩町の公
認インフルエンサーを務めさせていただけるということで、自分の得意分野
を活用した情報発信に注力していきます！
　先日インフルエンサーの任命式にお招きいただいた際には、1 泊 2 日か
けて町内各所を巡りました。天塩は小さな町ですが、新しい取り組みに挑戦
し続ける方々や、今まで知らなかった独自の自然が詰まったとても温かい場
所でした。その姿と景色を形にし、投稿を見た方が道内外から天塩へ足を運
びたくなるような魅力発掘のお手伝いができたらと思います。どうぞよろし
くお願いいたします。

　香川県出身で、四国の山に移住し田舎暮
らしをしています。
　2年前に趣味でYoutubeを始めました。

「純ちゃん、田舎で暮らす」というチャン
ネル名で、テーマは田舎暮らしです。撮影

友成 純さん

【食・物産】天塩町公認インフルエンサー

内容の企画、出演、編集まで一人でしています。
　近くにお買い物できる場所がないので野菜を育てたり、保存食を作ったり、
ご近所さんから頂いた食材で料理をして食べる動画を配信しています。
　11 月に天塩を初めて訪れる時に、私の住む町から 2000km 離れた町は
未知でどんなところかワクワクして行きました。天塩で頑張っている生産者
さんを訪問したり、収穫体験をしたり、地元の料理をいただき、天塩の食の
魅力を感じてきました。
　これから任期の間、食のインフルエンサーとして、天塩の食材を使って料
理をして食べる Youtube 動画を作っていきます。一人でも多くの人に、食
べてみたい！と思っていただけるような動画を配信していきます。第 1 回
目は天塩の食材で定食を作ってみましたので、町民の皆様もぜひご覧くださ
い！　第 2 回と続いていきますので、チャンネル登録よろしくお願い致し
ます。

　 “町公認のインスタグラマーとして、みなさんに身近なインスタ
グラムで料理とともに生産者の方の物語を発信し、「つくる人」の見える化を図り、
天塩町のファンを増やすことで「地方創生」への一助となりたいです。”　―6 年前の
天塩町公認インスタグラマー就任時、このように抱負を掲げていました。そして、イ
ンスタグラムを通して天塩町の食の素晴らしさをフォロワーさんたちにどのように伝

ナヲ（鈴木 奈緒）さん

初代天塩町公認インスタグラマー

えるかを考える日々が始まりました。
　就任後 1 〜 2 年目は特に、「自治体初の公認インスタグラマー」という先進的な取り組みから注目度が高まり、数々
のメディア取材を受けることにもなりました。天塩町には春と秋の 2 回訪問し、食材に精通する方と一緒に山に入っ
て山菜の収穫を体験したり、港で漁の様子を間近で見せていただいたり、農家さんや酪農家さんとたくさんお話をさ
せていただきました。投稿する中で一番大切にしていたのは、見た人に「美味しそう」「食べたい」と思ってもらえ
るような料理を作り、写真を撮ることでしたが、同じくらい毎回頭を悩ませたのは、生産者さんや食材に関わる方々
のこだわりや熱い想いを、フォロワーさんにわかりやすく伝えることでした。そして、毎回の投稿でコメントや DM
等でたくさんの方から、天塩町の食材を実際に「食べてみたい」「どこで買えるの」「天塩町に行きたくなった！」な
どと声をかけていただいたことは、本当に励みになりました。私の投稿で天塩町のことをたくさんの人に知ってもら
えることを素直にうれしく思いました。当初 1 年間の任期予定でしたが、気がつけば 6 年もの間、天塩町 PR のお
仕事に携わることができました。
　初めての育児に奮闘しながら、インスタグラムに料理の写真の投稿を続けていた一介の「ママ」が、天塩町のため
に働けることは、どれだけ私の力になったかわかりません。3・4 年目、５・６年目と、私自身のライフスタイルも
変化する中で、変わらない天塩町のみなさまとのつながりは、温かく大事な時間でした。
　今回、公認インスタグラマーとしての任務は終えましたが、天塩町とのつながりが切れるわけではありません。今
年の夏には、お世話になった皆様にご挨拶をしに行くことが叶いました。「天塩の母」と敬愛する御婦人や、天塩町
の旬の味覚を送ってくださる素敵な御夫婦との御縁をはじめ、今もやり取りをさせていただく方がたくさんいらっ
しゃいます。また折りに触れ、親族に会いに行くような気持ちで天塩町へ遊びに行けることを願っています。
　また、新たに「町公認インフルエンサー」として、“X” と “YouTube” で活躍される素晴らしいお二人が選出さ
れたことを、とても嬉しく、頼もしく感じます。私は天塩町へは旅行者／取材者として訪問させていただきましたが、
町での暮らしについて深く関わり発信することは叶いませんでした。今後の天塩町の「食」と「暮らし」についての
お二人の新たな発信を、とても楽しみにしています。
　最後になりますが、6 年間、本当にありがとうございました。そして、これからもよろしくお願いいたします！
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■
令
和
７
年
度
及
び
令
和
８
年
度
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
付
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

天
塩
町
で
は
、
令
和
７
年
度
及
び
令

和
８
年
度
に
天
塩
町
が
発
注
す
る
建
設

工
事
・
設
計
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
の
資
格
審
査
の
申
請

を
、
次
の
と
お
り
受
付
い
た
し
ま
す
。

《
受
付
期
間
》令
和
７
年
２
月
１
日（
土
）

か
ら
令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

※
28
日
付
の
消
印
ま
で
有
効

※
持
参（
町
内
業
者
）
の
場
合
、土
・
日
・

祝
日
を
除
き
ま
す
。

《
受
付
時
間
》
主
に
郵
送
に
よ
る
提
出

の
た
め
、
設
け
ま
せ
ん
。

※
持
参
（
町
内
業
者
）
の
場
合
は
９
時

～
12
時　

13
時
～
17
時

《
提
出
方
法
》
郵
送
の
み
（
切
手
を
貼

付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
提

出
願
い
ま
す
）

※
な
お
、
天
塩
町
内
に
本
社
及
び
事
業

所
等
が
あ
る
業
者
に
お
い
て
は
持
参
も

可
と
し
ま
す
。

《
送
付
先
（
受
付
場
所
）》
北
海
道
天
塩

郡
天
塩
町
新
栄
通
８
丁
目
１
４
６
６
番

地
の
１
１
３

天
塩
町
役
場　

建
設
課

　天塩町では、国の補助事業（高度無線環境整備推進事業）にて市
街地以外の農村地区及び雄信内地区全域で光ファイバーを整備し、
令和４年７月よりインターネット光回線サービス（フレッツ光）が
利用可能となりました。
　事業完了後、国への中間評価として令和７年１月から利用状況【光
回線サービス利用の有無】【無線局（Wi-Fi）設置】について、アンケー
ト調査票を対象世帯に配布いたしますので、御協力をお願いいたし
ます。

サービス利用状況調査へのご協力のお願い

建
設
課
土
木
係

☎
０
１
６
３
２
（
９
）
７
７
３
０

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

《
提
出
書
類
》

・
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
様
式（
北

海
道
公
契
連
モ
デ
ル
）

※
天
塩
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

・
納
税
証
明
書
（
国
税
・
道
税
・
町
）、

印
鑑
証
明
書
、決
算
書（
直
近
１
年
分
）、

登
記
簿
又
は
営
業
証
明
書

※
納
税
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
、
決
算

　光ファイバー敷設整備は国の補助事
業で実施しました。「Wi-Fi 設置数」が
事業達成の評価指標となります。Wi-Fi
ルーターを設置することにより無線でス
マートフォンやパソコン、Wi-Fi 接続機
能が付いた家電、農業機器等を効率的に
利活用することができます。

書
は
コ
ピ
ー
可

《
資
格
の
有
効
期
間
》
令
和
７
年
４
月

１
日
～
令
和
９
年
３
月
31
日

《
留
意
事
項
》

『
物
品
購
入
等
入
札
参
加
審
査
申
請
』

の
受
付
は
総
務
課
財
政
管
財
係
と
な
っ

て
い
ま
す
（
１
月
中
に
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
）。

　上川・留萌地方での大雪といえば、湿った重い雪が
広範囲に降る「低気圧型」と季節風の風向きに沿って
雪雲が集中する「季節風型」があります。１２月から
１月にかけての今の時期は、低気圧の接近・通過時は

「低気圧型」、通過した後は「季節風型」と、両者の影
響を受けやすいため年間を通して最も降雪量が多くな
ります。
　大雪に伴う災害は、道路の通行止めや公共交通機関
の運休や遅延、電線や樹木などに雪が積もることでの
電線の切断による停電、雪の重みによる家屋の損壊や
倒壊など、日常生活に密接に関係します。また、その
ときの積雪深や前回の大雪からの経過時間、除雪状況
等、様々な要因でその地域での社会的な影響度合いが
大きくなるという特徴もあります。
　気象台では、大雪による災害が心配される場合、早

ければ５日前から早期注意情報（警報級の可能性）を
発表して皆様へ大雪への心構えを呼び掛けます。そし
て、今後予想される降雪量や確度に応じて段階的に大
雪注意報や大雪警報を発表して、災害への注意喚起を
行います。気象庁ホームページでは、「警報・注意報」
により市町村単位での注意警戒期間（いつからいつま
で）を、「今後の雪」では、各地域の積雪の状況や６
時間先までの降雪量の予想（どこでどれだけ）を、細
かく確認することができますので、是非ご利用くださ
い。

《気象庁ホームページ「警報・注意報」》
https://www.jma.go.jp/bosai/warning/

《気象庁ホームページ「今後の雪」》
https://www.jma.go.jp/bosai/snow/

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

シーズン到来、大雪への備えを
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■
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

　

本
制
度
は
、
任
期
付
自
衛
官
と
し
て

勤
務
す
る
制
度
で
す
。

《
自
衛
官
候
補
生
の
魅
力
》

①
任
期
満
了
を
も
っ
て
退
職
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

②
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
種
目
に
よ
っ

て
任
期
が
２
年
又
は
３
年
で
満
了
し
、

満
了
の
都
度
、
自
衛
隊
を
継
続
す
る
か

退
職
す
る
か
選
択
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

任
期
満
了
を
迎
え
な
い
と
退
職
金
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
応
募
条
件
》
18
歳
以
上
32
歳
ま
で
の

方○
1
月
実
施
分

《
受
付
期
間
》
受
付
中
～
令
和
７
年
１

月
９
日

《
試
験
期
日
》

・
学
科
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）
：
１
月
13
日

～
18
日
（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

・
面
接
・
身
体
検
査
：
１
月
19
日
ま
た

は
20
日
（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

○
２
月
実
施
分

《
受
付
期
間
》
令
和
７
年
１
月
10
日
～

１
月
23
日

《
試
験
期
日
》

・
学
科
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）
：
１
月
27
日

～
２
月
１
日（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

・
面
接
・
身
体
検
査
：
２
月
２
日
ま
た

は
３
日
（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

※
合
格
発
表
の
期
日
は
、
別
途
案
内
し

　

道
で
は
、
毎
年
２
月
７
日
を
「
北
方

領
土
の
日
」
と
定
め
、
そ
の
前
後
の
期

間
で
あ
る
１
月
21
日
か
ら
２
月
20
日
ま

で
を
特
別
啓
発
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
い
っ
そ
う
強
力
な
啓
発
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
で
問
題
解
決
に
向
け
道

民
世
論
の
結
集
を
図
り
、
北
方
領
土
の

返
還
要
求
の
機
運
を
高
め
、
国
の
積
極

的
な
外
交
交
渉
を
後
押
し
す
る
た
め
に

道
・
市
町
村
か
ら
、
こ
の
「
北
方
領
土

の
日
」を
機
に
声
を
上
げ
て
行
き
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
期
間
中
に
役

場
庁
舎
１
階
に
北
方
領
土
返
還
要
求
署

名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
期
間
》
令
和
７
年
１
月
21
日
～
２
月

20
日

《
実
施
主
体
》
北
海
道
、
天
塩
町
、（
独
）

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
、（
公
）
北

方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
、（
公
）
千
島

歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
、（
公
）
日
本

青
年
会
議
所
北
海
道
地
区
協
議
会

２

月

７

日

は

北
方
領
土
の
日
で
す

自
衛
官
等
募
集

の

ご

案

内

ま
す
。

■
一
般
曹
候
補
生
・
採
用
試
験

　

本
制
度
は
、
部
隊
の
中
核
と
し
て
知

識
・
技
能
を
活
か
し
「
曹
」
と
し
て
定

年
ま
で
勤
務
す
る
制
度
で
す
。

《
応
募
条
件
》
18
歳
以
上
32
歳
ま
で
の

方
（
陸
上
自
衛
隊
・
海
上
自
衛
隊
の
み

募
集
）

《
受
付
期
間
》
受
付
：
受
付
中
～
令
和

７
年
１
月
９
日

《
試
験
期
日
》

・
１
次
試
験
（
ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）
：
１
月

14
日
～
18
日（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

※
１
次
試
験
合
格
者
は
、
面
接
・
身
体

検
査
を
別
途
案
内
致
し
ま
す
。

《
入
隊
時
期
》
令
和
７
年
３
月
下
旬

※
合
格
発
表
の
期
日
は
、
別
途
案
内
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

稚
内
地

域
事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

2 月号へ掲載を

希望する方は、

1 月 8 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月

17
日
（
月
）
か
ら
３
月
17
日
（
月
）
ま

で
と
な
り
ま
す
。

※
贈
与
税
の
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月

３
日
（
月
）
か
ら
３
月
17
日
（
月
）
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
ス
マ

ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
、
申
告
書
等

を
作
成
し
、
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に

は
「
入
場
整
理
券
」（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
で
事
前
発
行
も
し
く
は
会

場
で
当
日
配
付
）
が
必
要
と
な
り
、
配

付
状
況
に
応
じ
て
後
日
の
来
場
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
書
等
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
次
回
以
降
の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告

を
行
う
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
ほ
か
、
カ
ー
ド
発
行
時
に
設

定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
（
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
及
び
署
名
用
電
子
証
明

書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
っ
て
、
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
お
け
る
手
続
等
の
見
直
し
の
一
環
と

し
て
、
令
和
７
年
１
月
か
ら
、
申
告
書

等
の
控
え
に
収
受
日
付
印
の
押
な
つ
を

行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
書

面
で
申
告
書
等
を
提
出
さ
れ
る
場
合
に

は
、
必
要
に
応
じ
て
、
ご
自
身
で
控
え

の
作
成
及
び
保
有
、
提
出
年
月
日
の
記

録
・
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

書
面
に
よ
り
申
告
書
等
を
送
付
す
る

場
合
は
、
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
の
送
付
に

御
協
力
願
い
ま
す
。

◆
送
付
あ
て
先
◆

札
幌
国
税
局　

業
務
セ
ン
タ
ー
旭
川
分
室

〒
０
７
８
‐８
５
０
７　

旭
川
市
宮
前

１
条
３
丁
目
３
番
15
号　

旭
川
合
同
庁

舎

▲収受印の押なつ
についてはこちら

Google Play▶
（AndroidOS の方）

（iOS の方）
◀ App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから！
（アットインフォカナル）

防災情報配信システム
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政
治
家
の
寄
付

は

禁

止

で

す

　北海道開発局留萌開発建設部では、北海道縦貫自動車
道（中川～天塩間）の道路計画に関するアンケートを実
施しております。
　本アンケートは、地域の声を聞きながら、道路事業の
透明性・効率性を高めるための重要な取組となっており
ますので、ぜひ、アンケートにご協力いただきますよう、
よろしくお願いいたします。

北海道縦貫自動車道
アンケート調査アンケート調査のの回答期限回答期限が近づいていますが近づいています

（中川～天塩間）

インターネット回答ページでは、動
画でも詳しくご説明していますの
で、ぜひ、ご覧ください！
http://www.hkd.mlit.go.jp/rm/
s2j3ut00000065m0.html

《回答方法》各ご家庭に郵送されているアンケートはが
き（※）に記入いただき、切手を貼らずにポストへ投函
願います。また、インターネットでのご回答も可能となっ
ておりますので、下記の URL 又は QR コードよりご回
答をお願いします。
※紛失された方や届いていない場合は、役場企画商工課
まちづくり推進係☎ 2-1729 までご連絡ください。

《回答期限》令和 7 年 1 月 31 日（金）

３つの比較ルートを検討

◆お問い合わせ先◆
北海道開発局 留萌開発建設部 道路計画課 ☎ 0164-42-4526
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雄信内オレンジ・スタジオ発フリーマーチンのつながり

　協力隊着任後、雄信内の吉田京子さんから集落に始まりたくさんのことを学
ばせていただいています。牛について、ご家族について、メディアについて。
時に同じタイミングで天塩町老人クラブ大会に登壇するなど気が合っているよ
うです。
　吉田京子さんの自宅には FM ラジオのスタジオ、通称「オレンジ・スタジオ」
があり、ある日のラジオ放送で「フリーマーチン」とい
う単語を初めて聞き印象に残りました。酪農に携わる方
にはなじみのある「異性双子の雌牛は 90% が不妊症と
なる」現象で、そうして生まれた雌牛は乳牛にはならず、
手放さざるを得ません。
　昨今たくさんの情報に触れるなかで、最近、江別市で
酪農従業員として働くかたわら、アメリカでの「ファー
ムサンクチュアリー」での経験をもとに、人が牛と友達
になれる場所を当別町に作る活動を始めた関口晴実さん
と知り合いました。こよなく牛を愛する彼女は「牛たち
のかくれ家」という活動で、フリーマーチンをはじめ殺
処分になる牛を引き取り、カウ・セラピー（ペットセラ
ピーの一種）の牛として訓練する予定です。まだ 20 代
の関口さんだからこそできる夢のある企画はクラウド・
ファンディングで資金を募り、寄付アプリケーション
で活動費を賄いながら進んでいます。PDF 配信による
活動報告、そして毎月のオンライン Zoom 報告会など、
今どきのビジネス・モデル自体も興味深いです。オンラ
イン報告会で私が鍼灸師だと伝えると、関口さんは「研
修で訪れたアメリカの牛は毛艶が良くて、何をしている
か聞いたら鍼灸をしているそうなんですよ。興味ありま
す」その場はとても盛り上がりました。
　こうした取り組みが連携につながるよう、先日吉田さ
んにラジオでこの企画を紹介して頂きました。吉田さん
は、私の母が来町しても、パリの高校生が来町しても、

▶吉田家の子牛。「この前生まれた双子は
雌同士でホッとしました」

▲ラジオ番組収録中の吉田さん。夕日の色とかけて
「オレンジ・スタジオ」と命名されたそう。

ことあるごとについつい連れていき紹介し
てしまう、大切な地元メディア女史です。
これからも耳をそばだててラジオを聴くつ
もりです。



11

日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

12月 29 30 《大晦日》 31 1 月 1 2 3 4
●役場年末年始閉庁

（～ 1 月 5 日）
※ごみ収集お休み ※ごみ収集お休み ※ごみ収集お休み

5 6 7《町内回覧日》 8 9 10 11
●消防出初式

［ 消 防 天 塩 支 署・
社 会 福 祉 会 館 ］

10 時 30 分～

●天塩町賀詞交換会
［社会福祉会館］

17 時 30 分～

●町民スキー場オープン
13 時～

●町民スキー教室 ●町民スキー教室
+ 眼科外来

○小学生書初め会

12 《成人の日》 13 14 15 16 17 18
●天塩町二十歳の集い

［ 社 会 福 祉 会 館 ］
○新春書き初め展

［ 社 会 福 祉 会 館 ］
○新春書き初め展

［ 社 会 福 祉 会 館 ］
●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］
・ 初回　10 時
・ 優良　13 時
・ 一般　13 時 45 分
・ 違反　15 時

●運転免許更新時講習
［幌延町消防署2階］
・優良　18 時 30 分

☆いきいきサロン
［雄信内老人憩いの家］

10 時～ 12 時

○小中高始業式
○託児の日

19 20 21《町内回覧日》 22 23 24 25
+ 糖尿病内科外来
☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

+ 産婦人科外来

26 27 28 29 30 312 月 1
+ 眼科外来 + 小児科外来

○ 1 歳 6 ヶ月健診
○ 3 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

●運転免許更新時講習
［豊富町定住支援セン
ターふらっときた］
・優良　13 時
・一般　14 時
・違反　15 時 30 分

令和 7 年令和 7 年  　  　月月11令和 7 年令和 7 年  　  　月月
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・1 月の回覧日は 8 日と 22 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月
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病院だより

◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（2）1058

12/2以降の保険証及びマイナ保険証について

No.95

　

本
年
12
月
２
日
よ
り
、
新
規
の
保
険
証
発

行
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
。「
保
険
証
が
使
え
な

く
な
る
の
？
」
な
ど
と
不
安
に
思
わ
れ
る
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
12
月
２
日
以
降
新
た
な
保
険

証
の
発
行
が
行
わ
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
、

今
お
持
ち
の
保
険
証
が
使
え
な
く
な
る
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
天
塩

町
国
民
健
康
保
険
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
令
和

７
年
７
月
31
日
ま
で
、
現
在
の
保
険
証
は
有

効
で
す
。
ま
た
、
社
会
保
険
加
入
の
方
で
あ

れ
ば
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
に
有
効
期
限

が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
当
該
期
限
ま
で
、
記

載
が
な
け
れ
ば
令
和
７
年
12
月
１
日
ま
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
新
規
の
保
険
証
が
発
行

さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
12
月
２
日
以
降
に
、

①
住
所
を
変
更
し
た
場
合

②
加
入
保
険
が
変
わ
っ
た
場
合
（
国
保
⇓

社
保
、
社
保
⇓
国
保
、
国
保
⇓
後
期
な
ど
）

③
負
担
割
合
が
変
わ
っ
た
場
合

④
出
生
し
た
時

⑤
保
険
証
を
紛
失
し
た
場
合

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
保
険
証
が
発
行
さ
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
保
険
証
と
し
て
の

利
用
登
録
を
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
に
つ
い
て
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

　

こ
の
場
合
、
加
入
保
険
者
よ
り
資
格
確
認

書
が
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
資
格
確
認
書
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
～
３
割
負
担
で
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
が

保
険
証
と
し
て
の
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
方

　

こ
の
場
合
に
も
、
加
入
保
険
者
よ
り
資
格

確
認
書
が
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
資
格
確
認
書

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
～
３
割
負
担

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、加
入
保
険
者
よ
り
送
付
さ
れ
る「
資

格
確
認
情
報
の
お
知
ら
せ
」
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
一
緒
に
提
示
い
た
だ
く
こ
と

で
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
～
３
割
負
担
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

利
用
し
て
い
な
い
方
へ
の
ご
注
意

　

入
院
す
る
場
合
な
ど
に
、
加
入
保
険
者
に

予
め
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
限
度
額
認
定

証
が
交
付
さ
れ
、
月
始
め
～
月
末
ま
で
の
医

療
費
（
保
険
適
用
分
の
み
）
が
所
得
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、
上
限

額
以
上
の
支
払
い
を
免
除
さ
れ
る
高
額
療
養

費
制
度
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

資
格
確
認
書
や
「
資
格
確
認
情
報
の
お
知

ら
せ
」
に
は
、
こ
の
限
度
額
認
定
証
と
し
て

の
機
能
は
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
加
入

保
険
者
に
別
途
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

■
医
療
機
関
で
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
機
器
不

良
等
の
場
合

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
と
し
て

の
利
用
登
録
を
し
て
い
て
も
、
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
等
の
不
具
合
や
機
器
の
故
障
な
ど
で
読

み
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
は
、
次
の
３
つ
の
方
法
に
よ
り
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．携
帯
端
末
（
ス
マ
ホ
な
ど
）
か
ら
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
画
面
に
て
医
療
保
険
の
資
格
情

報
を
表
示
い
た
だ
き
、
併
せ
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示

２
．先
ほ
ど
ご
説
明
し
た
「
資
格
確
認
情
報

の
お
知
ら
せ
」
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

提
示

３
．被
保
険
者
資
格
申
立
書
に
記
入
の
上
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
緒
に
提
出

　

こ
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
超
過
や
顔
認
証
不
具

合
の
場
合
に
も
、同
様
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

ア
．過
去
の
処
方
内
容
や
特
定
健
診
な
ど
の

情
報
を
、
医
師
や
薬
剤
師
が
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
よ
り
良
い
医
療
が
受
け
ら

れ
る
：
ど
ん
な
医
師
で
も
初
見
の
患
者
に
対

し
て
は
「
ま
ず
は
こ
れ
で
様
子
を
見
ま
し
ょ

う
」
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
以
前
の

病
院
や
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
よ
り
具
体

的
な
診
療
・
治
療
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。

イ
．手
続
き
な
し
て
高
額
療
養
の
限
度
を
超

え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
る
：
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
月
始
め
～
月
末
ま
で
の
ひ
と
月
の

間
の
医
療
費
（
保
険
適
用
分
の
み
）
の
合
計

が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
に
応
じ
定
め
ら
れ

た
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、
各
保
険
者
に
申

請
す
る
こ
と
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
の
利
用
登
録

す
る
こ
と
で
、
こ
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
な

く
、
上
限
額
ま
で
の
支
払
い
で
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
複
数
の
医
療
機
関
や
薬
局
と
の
集
計
は
対

応
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

ウ
．マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
確
定
申
告
時
に
医

療
費
控
除
が
簡
単
に
で
き
る
：
医
療
費
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
医
療
費
の
領
収
書
か
ら
「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
し
、
確
定
申
告

時
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
らe-Tax

に
連
携
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
領
収
証
を
管
理
・
保
管
し

な
く
て
も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
医
療
費
通
知

情
報
の
管
理
が
可
能
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
とe-Tax

を
連
携
す
る
こ
と
で
、
デ
ー

タ
を
自
動
入
力
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
一
度
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
天
塩
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
の
確
認
の
他
に
、
診
察
券
も
引
き
続

き
使
用
い
た
し
ま
す
の
で
、
診
察
券
は
必
ず

受
付
に
提
出
願
い
ま
す
。
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◆お問い合せ先◆　福祉課地域ケア係　☎（2）1728

雪道での転倒事故にご注意を

　

冬
に
な
る
と
外
は
積
雪
や
路
面
が
凍
結
し

足
元
が
悪
く
な
り
、
寒
さ
対
策
で
衣
類
を
重

ね
着
し
て
生
活
す
る
こ
と
で
動
き
に
く
さ
も

加
わ
る
こ
と
か
ら
、
外
や
家
の
中
で
も
転
倒

し
や
す
く
な
る
た
め
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　

転
倒
事
故
に
は
内
的
要
因
（
筋
力
低
下
や

疾
患
、
薬
の
副
作
用
に
よ
る
ふ
ら
つ
き
等
）

と
外
的
要
因
（
段
差
や
履
物
、
滑
り
や
す
い

場
所
等
）
等
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
雪
道
等

の
屋
外
で
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
よ
い
か
お
伝

え
し
ま
す
。

■
人
や
車
の
通
行
が
多
い
場
所

・
横
断
歩
道
（
信
号
待
ち
を
す
る
停
止
位
置
）

・
車
が
通
過
す
る
歩
道

・
バ
ス
等
の
乗
降
場
所

・
お
店
等
の
出
入
り
口
や
タ
イ
ル
張
り
の
濡

れ
た
床

・
そ
の
他
、
歩
道
や
道
路
の
傾
斜
部
分
や
除

雪
直
後
の
路
面
等

■
雪
道
に
適
し
た
靴

・
滑
り
に
く
い
：
靴
底
が
滑
り
に
く
く
な
っ

て
い
る
こ
と

・
濡
れ
な
い
：
水
に
濡
れ
て
も
靴
の
中
に
し

み
こ
ま
な
い
こ
と

・
暖
か
い
：
靴
の
中
が
い
つ
も
暖
か
い
こ
と

《
ピ
ン
・
金
具
付
き
の
靴
底
》

・
メ
リ
ッ
ト
：
固
い
氷
を
強
く
ひ
っ
か
き
滑

り
に
く
い

・
デ
メ
リ
ッ
ト
：
じ
ゅ
う
た
ん
上
で
は
金
具

が
引
っ
掛
か
り
、
タ
イ
ル
等
の
床
で
は
滑
り

や
す
い

《
深
い
溝
の
あ
る
靴
底
》

・
メ
リ
ッ
ト
：
路
面
に
対
す
る
グ
リ
ッ
プ
力

が
強
い

・
デ
メ
リ
ッ
ト
：
溝
に
雪
が
詰
ま
る
と
滑
り

や
す
い
。
つ
る
つ
る
路
面
で
は
滑
り
や
す
い

も
の
も
あ
る

《
軟
ら
か
い
ゴ
ム
底
・
滑
り
止
め
材
入
り
ゴ
ム
底
》

・
軟
ら
か
い
ゴ
ム
を
使
っ
た
靴
底
は
、
路
面

に
対
す
る
吸
着
力
が
強
い
た
め
滑
り
に
く

い
。
ま
た
、
滑
り
止
め
材
が
混
ざ
っ
て
い
る

靴
底
は
、
ヤ
ス
リ
の
よ
う
に
路
面
を
ひ
っ
か

く
た
め
滑
り
に
く
い

※
転
ば
ぬ
先
の
靴
底
選
び
で
す
が
、
あ
ら
ゆ

る
路
面
に
対
応
で
き
る
滑
ら
な
い
靴
は
あ
り

ま
せ
ん
。
靴
底
の
違
っ
た
冬
靴
を
２
足
程
度

持
ち
、
路
面
に
合
わ
せ
て
履
き
替
え
る
こ
と

で
靴
底
の
劣
化
や
消
耗
を
和
ら
げ
ま
す
。

①
小
さ
な
歩
幅
で
歩
く

・
幅
が
大
き
い
と
足
を
高
く
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
重
心
移
動
（
体
の
揺
れ
）
が
大
き

く
な
り
転
倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
滑
り
や

す
い
所
で
は
、
基
本
的
に
は
小
さ
な
歩
幅
で

歩
き
ま
し
ょ
う
。
細
い
道
を
歩
く
時
は
、
自

然
に
両
足
の
左
右
の
幅
は
適
度
に
離
れ
て
い

る
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。（
20
㎝
前
後
）

②
靴
の
裏
全
体
を
つ
け
て
歩
く

・
重
心
を
前
に
お
き
、
で
き
る
だ
け
靴
裏
全

体
を
路
面
に
つ
け
る
気
持
ち
で
歩
き
ま
し
ょ

う
。
道
路
の
表
面
が
氷
状
の
「
つ
る
つ
る
路

面
」
で
は
、
小
さ
な
歩
幅
で
靴
裏
全
体
を
つ

け
て
歩
く
「
す
り
足
」
の
よ
う
な
歩
き
方
が

有
効
で
す
。
た
だ
し
、
完
全
に
地
面
を
擦
り

滑
り
や
す
い
場
所

靴
・
履
き
物

滑
ら
な
い
歩
き
方

を
知
る

を
見
直
す

を
知
る

な
が
ら
歩
く
と
つ
ま
づ
き
の
原
因
に
な
る
の

で
、
軽
く
足
を
浮
か
せ
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

③
急
が
ず
に
焦
ら
ず
に
余
裕
を
も
っ
て
歩
く

・
歩
き
方
を
理
解
し
た
つ
も
り
で
も
、
急
い

で
い
る
時
は
忘
れ
が
ち
で
す
。
怪
我
を
せ
ず

冬
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
冬
は
夏
よ
り
も
移

動
に
時
間
が
掛
か
る
こ
と
は
仕
方
な
い
と

思
っ
て
「
余
裕
を
も
っ
て
」
行
動
し
、「
急

が
ず
焦
ら
ず
」
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。「
余
裕

を
も
っ
て
歩
く
」
こ
と
で
、し
っ
か
り
と「
滑

り
そ
う
な
道
」
を
見
分
け
な
が
ら
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
滑
り
そ
う
な
道
を
見
分
け
、

危
な
そ
う
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と

も
、
転
倒
し
な
い
た
め
に
は
非
常
に
重
要
で

す
。
ま
た
、い
わ
ゆ
る
「
な
が
ら
歩
き
」
は
、

周
囲
や
路
面
に
対
す
る
注
意
力
が
薄
れ
が
ち

に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

急がず焦らず
余裕をもって

両手をふさがず
軽く足を浮かせる

ながら歩きは
あぶない！
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令
和
６
年
秋
の
叙
勲
に
て
、
前
天
塩
郵
便

局
長
の
髙
橋
泰
史
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
（
郵

政
事
業
功
労
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
11
月

13
日
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
叙
勲
伝

達
式
で
総
務
大
臣
よ
り
受
章
後
、
皇
居
に
て

天
皇
陛
下
へ
の
拝
謁
を
賜
り
ま
し
た
。
髙
橋

さ
ん
は
昭
和
29
年
、
占
冠
村
生
ま
れ
の
南
富

良
野
町
育
ち
。郵
便
局
員
と
し
て
昭
和
47
年
、

恩
根
内
郵
便
局
（
美
深
町
）
に
就
き
、
平
成

12
年
よ
り
天
塩
郵
便
局
長
と
し
て
着
任
し
、

平
成
31
年
ま
で
48
年
間
（
天
塩
郵
便
局
に
19

年
間
）
郵
便
事
業
に
奉
職
し
ま
し
た
。
同
章

は
公
共
的
な
職
務
の
複
雑
度
、
困
難
度
、
責

任
の
程
度
等
が
評
価
さ
れ
職
務
を
果
た
し
た

方
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
郵
政
民
営
化
（
平
成

19
年
）
以
後
、
町
外
に
移
管
し
た
集
配
業
務

の
町
内
へ
再
移
管
や
業
務
品
質
向
上
、
営
業

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
、
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
て
し
お　

ほ
っ
と
！ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
！ 

～
コ
ン

サ
ー
ト
～
」
が
天
塩
中
学
校
体
育
館
に
て
開

催
さ
れ
10
代
か
ら
70
歳
代
ま
で
の
町
民
45
名

が
来
場
し
鑑
賞
し
ま
し
た
。
演
奏
を
行
っ
た

「
Ｒ
ｏ
ｐ
ｏ
ｓ
ｓ
ａ　

Ｓ
ａ
ｘ
ｏ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｅ 

Ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｔ
（
ロ
ポ
ッ
サ
・
サ
ク

ソ
フ
ォ
ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
）」
は
札
幌
を
拠

点
に
活
動
す
る
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
４
名

グ
ル
ー
プ
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
ジ
ブ
リ
な
ど
の

馴
染
み
深
い
作
品
や
演
歌
メ
ド
レ
ー
な
ど
の

曲
目
を
披
露
し
た
り
、
４
名
の
奏
者
が
天
塩

町
を
訪
れ
た
感
想
や
各
パ
ー
ト
の
楽
器
に
つ

い
て
語
り
、
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
翌
23
日

は
メ
ン
バ
ー
２
名
が
天
塩
中
学
校
吹
奏
楽
部

員
６
名
に
演
奏
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
福
祉
会
館
に
て
認
知
症
講

座
・
映
画
上
映
会
が
開
催
さ
れ
昼
の
部
22
名
、

夜
の
部
25
名
が
参
加
し
、
認
知
症
や
介
護
を

テ
ー
マ
に
し
た
映
画
「
ケ
ア
ニ
ン
～
こ
こ
ろ

に
咲
く
花
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
昼
の
部
で

は
、（
一
社
）
天
塩
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り

ラ
ボ
代
表
・
河
上
耕
希
さ
ん
に
よ
る
左
右
の

手
指
で
同
時
に
違
う
動
き
を
す
る
認
知
症
予

防
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
体
験
や
、
恵
愛
荘
の
砂

原
介
護
支
援
専
門
員
に
よ
る
車
い
す
の
使
い

方
の
実
演
と
体
験
、
福
祉
用
具
の
展
示
、
介

護
相
談
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
60
歳
代
の
女

性
は
「
認
知
症
や
介
護
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
考
え
、
体
験
で
き
る
機
会
で
し
た
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
、
て
し
お
温
泉
「
夕
映
」
ホ
ー

ル
に
て
町
内
の
建
設
会
社
や
福
祉
施
設
等
で

働
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
来
た
20
～
40
歳
代
の
外
国
人
24
名

と
町
議
会
議
員
５
名
と
外
国
人
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
者
ら
約
40
名
が
参
加
し
研
修
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
日
本

の
交
通
ル
ー
ル
、
災
害
時
の
避
難
先
、
緊
急

時
の
連
絡
先
や
対
応
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
な

ど
に
つ
い
て
動
画
な
ど
を
活
用
し
て
レ
ク

チ
ャ
ー
を
行
っ
た
後
、
日
本
語
を
楽
し
く
学

ぶ
ゲ
ー
ム
形
式
の
ク
イ
ズ
大
会
を
実
施
。
交

流
会
で
は
、
餅
つ
き
体
験
を
通
じ
て
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。
天
塩
町
に
は
現
在
、
約
70
名

の
外
国
人
が
働
き
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
ま

す
。　

叙
勲「
瑞
宝
双
光
章
」

を
受
章

ほ
っ
と
！
Ｈ
Ｏ
Ｔ
！

コ
ン
サ
ー
ト

認
知
症
講
座･

上
映
会
を
開
催

在
住
外
国
人
と
の

交
流
会

▼叙勲「瑞宝双光章」を受章された髙橋さん

▼演奏会を行った Ropossa Saxophone Quartet のメンバー

▼介護体験（車椅子の使い方実演）の様子

▼餅つき体験を通じて在住外国人との交流会

11月14日～12月11日
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天
塩
郵
便
局
正
面
に
設
置
し
て
い
る
郵
便

ポ
ス
ト
が
、
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間
限

定
で
表
面
に
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
て
し
お
仮
面
」
の
複
数
種
類
の
ス

テ
ッ
カ
ー
で
装
飾
さ
れ
ま
し
た
。
天
塩
郵
便

局
の
佐
藤
遵
局
長
は
、「
年
末
年
始
を
迎
え

る
に
あ
た
り
郵
便
局
に
来
て
い
た
だ
く
機
会

も
多
く
な
り
、
一
方
で
寒
さ
も
厳
し
く
な
る

時
季
な
の
で
、
来
局
さ
れ
た
方
々
に
こ
の
ポ

ス
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
少
し
で
も
温

か
く
、
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、町
外
か
ら
来
訪
さ
れ
た
方
に
は
、

町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

12
月
８
日
、
町
社
協
主
催
で
「
誰
も
が
生

き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
第
16
回

天
塩
町
地
域
社
会
福
祉
大
会
」
が
社
会
福
祉

会
館
に
て
開
催
さ
れ
、
町
民
や
高
校
生
・
関

係
者
等
１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
表
彰

式
で
は
町
社
協
よ
り
㈱
阿
部
組
へ
感
謝
状
、

天
塩
町
母
子
寡
婦
会
へ
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
、
道
社
協
よ
り
多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉

活
動
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
菅
原
百
合
子
さ

ん
、
神
田
悟
さ
ん
、
加
藤
久
雄
さ
ん
、
今
野

光
子
さ
ん
、
吉
田
忠
雄
さ
ん
へ
表
彰
状
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
尽
力
し
た
啓
徳
小

学
校
に
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
合
同
会
社
う
ぇ
る
か
む
代
表
社
員･

池

田
ひ
ろ
み
氏
を
講
師
に
「
５
年
後
、10
年
後
、

町
で
の
暮
ら
し
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
天
塩
高
校
２
年
生
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
で
の
筑
波
大
学
・
麗
澤
大
学

と
の
高
大
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て

作
成
し
た
マ
チ
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
６
作
品

を
「
内
閣
府
地
方
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
２
４
（
高
校
生
・
中
学
生
以

下
の
部
）」
に
応
募
。
同
部
門
全
道
51
作
品

う
ち
天
塩
高
校
６
班
（
田
中
健
吾
さ
ん
、
齊

藤
健
さ
ん
、
中
野
維
敏
さ
ん
、
長
山
海
音
さ

ん
）
の
作
成
し
た
作
品
「Teshio Sports 

Spots

」
を
含
む
他
校
４
作
品
が
、
北
海
道

経
済
産
業
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
12
月

２
日
、
経
済
産
業
局
齋
藤
総
務
企
画
部
長
ら

が
来
校
し
表
彰
式
と
関
係
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
、
令
和
６
年
度
末
（
令
和
７
年

３
月
末
）
に
閉
校
し
天
塩
小
学
校
に
統
合
さ

れ
る
啓
徳
小
学
校
の「
閉
校
記
念
式
典
」「
惜

別
の
会
」
が
執
り
行
わ
れ
、
卒
業
生
、
雄
信

内
地
区
の
住
民
な
ど
約
１
４
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
吉
田
町
長
が
式
辞
に

て
「
啓
徳
小
を
支
え
て
き
て
い
た
だ
い
た
皆

様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
、
吉

田
久
校
長
が
「
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た
本

校
の
思
い
出
や
絆
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
在
校
生
11
名
に
よ
る

「
お
別
れ
の
言
葉
」、
惜
別
の
会
で
は
「
啓
徳

ソ
ー
ラ
ン
」
の
演
舞
、
最
後
に
開
校
か
ら

１
１
９
年
の
歩
み
・
卒
業
生
１
１
２
１
人
名

簿
を
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
形
式
で
表
現
・
製
作
し

た
動
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

郵
便
ポ
ス
ト
・

て
し
お
仮
面
で
飾
り

第
16
回地

域
福
祉
大
会

天
高
生
、
道
経
済
産

業
局
長
賞
を
受
賞

啓
徳
小閉

校
記
念
式
典

▼てしお仮面で飾り付けられた郵便ポスト

▼天塩町地域福祉大会での講演の様子 ▼経済産業局長賞を受賞した天塩高校の生徒たち

▼啓徳小学校閉校記念式典の様子



広
報
て
し
お
1
月
号
（
N
O
.810）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/

●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

企
画

商
工

課
広

報
情

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
今
月
の
表
紙
「
利
尻
富
士
」
：
正
月
の
初

夢
で
江
戸
時
代
よ
り
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て

い
る
三
つ
の
も
の「
一
富
士
二
鷹
三
茄
子（
い

ち
ふ
じ･
に
た
か･

さ
ん
な
す
び
）」
は
皆

さ
ん
も
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
後
は
「
四
扇
五
煙
草
六
座
頭
（
し

お
う
ぎ･

ご
た
ば
こ･

ろ
く
ざ
と
う
）
と
続

き
ま
す
。
こ
の
６
つ
が
縁
起
が
よ
い
と
さ
れ

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

該
当
な
し

該
当
な
し

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，６５３ 人  （－ ９）

（令和 6 年 11 月 30 日現在）

㊚１，３６７ 人 （－ ４）
㊛１，２８６ 人 （－ ５）

--- 世帯数 ----------------
１，４４８世帯（－ ２）

1/31
・国民健康保険税（８期）
・固定資産税（5期）

◀友だち登録は
　こちらから！

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

稚
内
市　

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
㈱　

稚
内
支
店　

様

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

《
香
典
返
し
と
し
て
》

海
岸
通
５　
　
　

塩

谷　

美
代
子　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

南
川
口　
　
　
　

笠

井　
　

守　

さ
ん

山
手
通
８　
　
　

森

野　

朋

子　

さ
ん

施設・店舗名 年末年始休業
官公庁 役場・雄信内支所 12 月 31 日～ 1 月 5 日

金
融
機
関

天塩郵便局
ATM

無休（31 日は 17 時
まで、1 日～ 3 日は
15 時まで）

貯金・保険・
郵便窓口 12 月 31 日～ 1 月 5 日

雄信内郵便局
ATM 1 月 1 日～ 3 日
貯金・保険・
郵便窓口 12 月 31 日～１月 5 日

るもい農業
協同組合

天塩支所 A T M ・
窓口

12 月 31 日～１月 5 日
雄信内事業所 12 月 31 日～ 1 月 5 日

北るもい漁業
協同組合天塩支所 窓口 12 月 28 日～１月 5 日

（予定）

稚内信用金庫天塩支店 窓口 12 月 31 日～１月 5 日
ATM １月１日

町
内
施
設

雄信内生活改善センター
12 月 31 日～１月 5 日認定こども園 ・雄信内保育

所・子育て支援センター
老人福祉センター
社会福祉会館 12 月 31 日～１月５日ファミリースポーツセンター
町民スキー場 １月 7 日オープン予定

てしお温泉 夕映

《温泉》無休（1 日～
3 日は 9 時から営業）

《レストラン》無休
（12 月 31 日・1 月
1 日の夕食営業は宿
泊のお客様で満席に
なる可能性あり）

施設・店舗名 年末年始休業

スガ
タソ
ンリ
ドン

協立石油株式会社

無休
・12 月 30 日：16 時まで
・12 月 31 日：15 時まで
・ 1 月 1 日：10 時～ 15 時
・ 1 月 2 ～３日：9 時～ 16 時
・ 1 月 4 ～ 5 日：8 時～ 16 時

新天塩石油株式会社 １月１日（31 日は 12 時
まで、2 日は 18 時まで）

株式会社水口商店 １月１日
ホクレン天塩セルフ給油所 12 月 31 日 12 時～１月３日

医
療
機
関 

町立国民健康保険病院 12 月 31 日～１月 5 日
峰村歯科医院 12 月 27 日～１月 5 日
てらもと歯科 12 月 28 日午後～１月 5 日

交
通
機
関

沿岸バス
☎ 0164（62）4550

《路線バス》
・１月１日は全便運休
・12 月 29 日 ～ １ 月 3
日は一部路線が運休

《特急はぼろ号》
・１月１日の札幌行きは
31 便（天塩発 8:35）と
51 便（天塩発 15:45）、
豊富行きは 111 便（札
幌発 8:00）と 131 便（札
幌発 15:00）が運休
・12 月 28 日～ 1 月 5 日
は臨時便が運行します。

みやびハイヤー 12 月 31 日～１月３日

その他

医療バス 12 月 31 日～１月３日ごみ収集

道の駅てしお
1 月 1 日～ 2 日（売店「天塩
の國」）※トイレ・EV 充電
スタンドは 24 時間利用可能

※休業日は変更になる可能性があります。あらかじめご了承ください。

臨時便の運行ダイヤは
沿岸バス公式サイトで
ご確認ください。
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